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節
十
一
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二
八
八)

論

說

谪

ス

ヲ

、ヴ
統
一
問
題

 

第
九
號 

五
六

彼
等
の
武
運
拙

.
か
ら
ん
に
は
統
一
問
題
の
解
決

も

不
可
能
と
な

6

ざ
る
可
か

.
ず
。

さ
れ
ど
南 

ス
ラ
グ
民
族
の
心
頭
に
靈
火
は
旣
に
點
せ
ら
れ
た
ぅ
。
彼
等
は

K

k

國
民
主
_
の
新
迦
想
に 

燃えつ、あ
戰
場
の
形
勢
に
依

6

»

決
の
時
日
に
遲
速
を
來
す
こ

w

あ
ら
ん
も
®
ス
ラ 

'グ
統

一

の
機
運
の
到
底
■人
力
に
依
て
阻
止

3

れ
難
き
は
、

伊
太
利

及
獨
逸
に
於
け
る
過
去
の
國 

民
的

統
一
の
歷
史
に
徵
す
る
も

明

な

P

Q

 

口

パ'
丨

ト

、セ
シ

ル
卿
が

『

セ

ダ
グ
ィ
ア
の
老
偉
人

』 

と
評
せ
る
パ
シ
ッ
チ
が

『

南
ス
ラ
グ
の
ビ

^
モ
ン』

の力
'
グ
ー
ダ
た
る
を
得
る
ビ
否
と
を
問
は
ず
、

此
の
新
ピ

JB

.
モ
ン
を

^

心
と
す
る
統
一
運
動
は
早
晚
或
形
に
於
て
實
現
の
期
あ
る

.

ベ
&

を
疑

•
 

/ 

.

は
ざ
る
な

b
-
o

I

.

フ

工

ル

デ

•

ナ
-

ンド。
ラツサルマ

j

,

逸
勞
働
者

_

「

公
：開
答
狀

」

及
び
.其批
評

小泉信三

九
.
：

叙
事
は
少
し
く
前
後

す

る

。

一

.

八
六
三
年
ニ
月
ラ
ツ
サ

,

が「

權
ヵ

ビ

正
.
美」

を
公
に
し
て
進 

步
黨

V
J

の
關
係
を
斷
絕
し

.
た

1!
$

，

W

方
に
於
て

同

じ

く
進
步
黨
に
失
望
し
：た
る
ラ
ィ
ブ
.チ
ヒ
勞 

働
潘
委
員
會

W

ラ
ツ
サ
グ
ど
の
交
渉
は
旣
に
始
ま
つ
て
居

^

の
で
あ
る

。
.

委
員
會
は
ニ
月
十
日
の
決
議
を
以
て
全
獨
逸
勞
徽
藉
會
議
召
集
の
檄
を
移
す
と
共
に
興
翌 

十

j

日
委
員

.Ot
t
o

 

D
a

m
m

e
r

の
名
を
以
て
公
式
に

.
ラ
ツ
サ
ル
に
書
を
送
つ
た
。
其
要
旨
に
日
く 

貴
卞
公
に
す
る
所
の
小
册
子

「

勞
働
遨
階
級

'

今
日
の

.
時
代
ど
の
關

«」

は
當
地
勞
働
#
の
間
に 

於
て
到
處
非
常
な
る
喝
釆
を
以
て
迎
へ
ら
れ
、吾，中
来
委
員

#

も
全
然
貴
下
と
.所
見
を
同
ふ
す

笫
十一

卷

C

 

二
八
九)

論

就

フ
エ
が
デ
ナ
ン
で
ヲ
ツ
サ
ル
と
獨
逸
勞
働
潘
婼
え

m

五
七
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說
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H
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五八

る
こ

-
を
、勞

•働
者
新
聞
紙
上
に
於
て
公
言
し
た

b

p1

方
吾
人
は
切
に
.シ
ユ
ボ
ッ
エ
。デ
タ
ツ 

チ
組
合
な
石
も
の
が
勞
働
潘
に
取
つ
て
洳
何
な
る
價
値
あ

h

や
を
知
ら
ん
事
を
希
望
す
。
本 

•委
員
は
其
勞
働
者
に
貢
献
し
得
る
所
甚
だ

®

少
な
る
可
&
を
碓
信
す
る
も
の
な
れ
ど
も
、今
日 

世
上
に
於
て
シ
ユ
ル
ッ
工
の
意
見
は
最
も
様
威
あ
る
も
の

^

し
て
鄕
へ
ら
る
、
を
以
て
、目
か 

毛
猶
ほ
吾
人
は
勞
働
奢

®

動
が
目
的
を
達
し
て
政
治
上
、物
質
上
並
に
精
神
上
に
於
け
る
勞
働 

潜
の
境
遇
を
高
め
ん
が
爲
芯
に

は

シ
ユ
ダ
ッ
工
式
組
合
以
外
別
に
其
途
あ
ぅ
ミ
信
.ず
る
を
以 

て
本
委
員
會
は
決
議
を
以
て

「

貴
下
が
最
も
適
當

V
J

信
ず

.る

..形
式
に
於
て
勞
働
薺
運
動
及
び
其 

手
段
並
び
に
就
中
無
産
者
階
級
に
對
す
る
產

.業

.組
合
の
價
値
に
就
て
.の
高
見
を
開
陳
せ
ら
れ 

ん
事
を
懇
請

-す
る
も
の
な
云
々
。
超
え
て
一
八
六
三
年
三
月
一
日
ラ
ッ
サ
ル
の
之
に
對
す 

る「

公
開
答
狀

」

靜
し
 
く 
云
へ
ば

Gffenes Antwort-SCJbreibs au h
a
s

 

centrarcomit6 
S

Hwerufung 

A
H
g
e
m
d
n
e
n

 Deutschen 

Arbeiter—congresses v
o
n

 Ferdinand 
Lassalk 

は
公
に
 

た
。

£
*
紐
逸
吐 

會
民
主
々

_

運

-®
は
此
時
を
以
て
始
噯
る

V
J

云
は
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。

,

云
ふ
ま
で

4

な
ぐ

「

公
開
答
狀

」

は
ラ
ッ
サ

ダ

が
生
揮
に
於
て
最
も
重
恶
の
意
義
を
有
す
る
著 

作
で
あ
る
。

「

勞
働
者
階
級
と
今

m

の
時
代
と
の
關
係

」

に
就
て
の
_
演
を
就
み
た
ラ
ツ
サ
火
は

1
.

個
の
學
潘
に
過
ぎ
な
か
つ
穴
。
彼
は
漠
然
勞
働
潘
階
級

.の
歷
史
的
使
命
に
就
て
云
々

'

 

し
* 

け
れ
ど
も
^
働
者
階
級
が
其
使
命
を
果
犮
す
上
に
於
て
如
何
な
る
實
際
的
手
段
を
取
る
可
き 

や
に
就
て
は
彼
は
全
く
語
る
所
が
な
か

り

た
め

.で
あ
る

o

'
ラ
ィ
，プ
チ
ヒ
中
央
：委
員
會
の
懇
請 

に
應
じ
て

「

答
狀

」

を
公
に
し
た
時
の
ー
フ

.
ッ
サ
ル
の
態
度
は
全
く
是
と
異
な
る
。
彼
は
'實
際
政
治 

家
ふ

し

V

何
.晾
た
う
と
も
實
際
運
動
の
渦
中
に
投
ず
る
の
覺
.悟
と
豫
期
と
を
以
て
筆
を
執
と 

勞
働
者
に
向
て
其
運
瓛
の
、第
一
步
と
し
て
現
下
の
形
勢
の
下
に
於
て
は
兜
づ
何
を
爲
す

.
可
& 

か
を
示

3

う
ビ
し

^

の
で
あ
る
。
彼
は
先
づ
犛
働
着
に
向
つ
て
有
ゆ
る
他
の
政
黨
ょ
う
獨
立 

し
て
：勞
働
潘
階

ic
の
^

W

を(

而
し
て
勞
働
者
階
級
の
利
害
の
み
を

)

代
表
す
る
一
黨

5:
M

織
す 

可
§

必
要
を
カ
說
し
、而
し
て
其
勞
働
黧
が
到
達
す
可
§

.
最
初
の

'
目
M

ビ

し
て
は
普
通
直
接
選 

擧
法
を
指
示
し
、觅

R

此
階
梯
に

.
依
，て
第
こ
次
に
努
カ
す
可
§
目
的
は
國
家
的
補
助
を
受
く
る 

生
產
組
令
の
普
及
な
る
事
を
敎
へ
允
。
而
し
て
ラ

.
ッ，サ
ル
の
勞
働
薺
運
動
上
の
。

フ

口
グ
ラ
ム 

驻
少
く
名
勞
働
潘
に
向
.て
公
に

^

れ
.た
.限
う

R

於
て
は

)

實
に
是
を
以
て
盡
§
て
居
る
の
で
あ 

る
。
玆
に
吾
冷
は

「

公
.開
答
狀

」

に
就
て
彼
が
如
何

*

る
論
理
を
逐
ふ
て
此
歸
結
に
.到
達
し
た
か 

を
知
ら
：な

'け
’れ

«

な
ら
ぬ

：。
.

.'

r

T

*

1卷

(
一

1

九1
)

論

說

フ

H
;v
v

ナ
こ
ヲ
タ
サ

>v

と
.獨
逸
勞
倒
者

m

九

號
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九
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フ

H
)v

デ
ナ
ソ
で
ラ
、ソサ
シ
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獨
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勞
慟
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六〇

T

公
開
答
狀

」

は
先
づ
勞
働
者
が
政
治
上
に
於
て
取
る
可
き
態
度

?:

論
：ず
る
。
枭
ょ
ぅ
先
き
前 

年
十
月
伯
林
に
於
て
勞
働
者
大
會
召
.集
の
最
初
の
會
議
が
行
は
れ
た
と
き
此
問
題
が
討
議
の 

主
題
と
な
つ
た
。
而
し
て
其
時
說
は
ニ
派
に
分
れ
た
。
勞
働
者
は
全
く
政
治
に
超
然

/
a

る
可 

し
と
云
ふ

^

し̂ヾ

働
潘
は
進
步
黨
に
從
屬
す
可

&

も
の
な

6

と
の
說
ビ
で
あ
つ
た
。
ラ
ッ
サ 

\

は
.
今
是
に
倉
及
し
て
日
く
、此
說

.
は
ニ
者
共
に
謬
つ
て
居
る
。

.

第

一..

に
勞
働
客
は
政
治
に
超 

然
と
し
て
居
て

.
は
な
ら
ぬ
。
勞
働
者
の
正
當
な
る
利
益
は
政
治
上
の
自
由
を
獲
得
す
る
こ

ビ 

に
依
て
の
み
之
を
伸
長
す
る
こ
と
が
出
來
る
の
で
あ
る
。
第
ニ
に
勞
働
者
が
進
步
黨
に
從
屬 

す
る
の
不
可
は
萸
に
明
瞭
で
あ
る
。
先
づ
勞
働
遨
階
級
の
政
治
的
綱
®
は
進
步
黨
の
を
れ
の 

如
く
軍
に
豫
箅
協
赞
權
の

*

饑
と
云
ふ
が
如
く
狹
隘
な
も
の
で
は
な
い
の
み
な
ら
す
、進
步
黨 

が
假
に
勞
働
考
の
援
助
を
得

V

善
く
官
僚
政
府
に
對
し
て
勝
利
を
博
し
得

/
a

と
し
て
も
進
步 

黨
が
其
利
益
を
市
民
階
級
の
特
權
維
持
の
爲
め
に
獨
占
し

.
て
勞
働
階
級
を
し
て
之
に
均
®
せ 

し
め
ざ
る
が
如
き
事
な
き
や
杏
や
甚
だ
覺

.
束
な

K

.
加
之
進
步
黨
の
政
府
に
對
す
る
態
度 

は
ネ
見
識
を
極
め
て
居
る
。

-'

政
府
が
兮
然
憲
法
を
蹂

_

し
つ

>'
あ
る
に
も
拘
ら
ず
進

.步
黨
.は 

自
&
進
ん
で

一

切

政
®.と
の

交
涉
を
斷
絕
す
る

こ
ヾ」

な
く
、
®

依
然
と
し
て
議
事
を
®
續

し
、
之

に
依
.
て
普
#

西
政
府
を
し
て
郸
制
政
府
た
る
の
實
益
と
立
憲
政
府
た
る
の

.

美
名
と
を
併

.
せ
收
. 

め
し
む
る
の
擧
に
出
で
、
居
る
。

(

前
揭

M
r

や
何
を
か
な
す
可
き

」

參
照

)

要
す
る
に
進
歩
黨
は
斷 

乎
た
る
政

#

に
相
對
す
る
と
き
ば
全
然
無
力
な
の
で
あ
る
。
以
上
述
べ
た
る
所
に
凼
て
勞
働

者
階
級
、か
政
治
上
に
於
て
免
何
な
る 

る
關
係
を
保
つ
可
き
か
は
明
白
で

あ 

平
等
直
接
選
擧
法
を
以
て
其
旗
幟
標 

働
翁
の
政
治
的
綱
領
で
あ
る
。

次
に
ラ
ッ
す
ル
は
政
治

間
題
を
終 

自
由

及
び

典
濟
佥
庫
の
問
題
に
就
て 

め
た
シ
ユ
グ
.ッ
エ
デ
リ
ッ
チ
組
合
の 

ッ
エ
デ
リ
ッ
チ
が
進
步
黨
內
に
あ

h
 

し
唯
一
人
な
る
乙
と
を
承
認
す
る
。
 

を
減

.じ

.な
い
。
即
ち
日
く

「

シ
ュ

\

グ

態
度
を
取
る
可
き
か
及
び
其
進
步
黨
に
對
し
て
如
何
な 

る
。
即
ち

「

勞
働
潘
階
級
は
獨
立
の
政
黨
を
組
織
し
普
通 

榜
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

一是
れ
最
も
節
單
明
瞭
な
る
勞

エ 併 て 價 一 へ  

; 乍 は 値 言 て  

タ ら 多 ' に を 所 

ヶ 之 少 就 费 謂  
チ あ な て し 祉

姐

’合
は

架
し

て

勞

働

*

階

級
の

地

位
を

改

善

す
る

會
間
題
に
移
り
住
居
移
轉
の
，自
出
、產
槳
の 

た
る
後
、勞
麻
容

.が
切
に
知
ら
ん
こ
ヾ
し
を
求 

其
所
懐
を
述
べ
る
。
彼
れ
は
先
づ
シ
ユ
，
 

6

と
も
人
民
の
爲
め
に
貢
献
す
る
所
あ

6 

る
の
故
を
以
て
彼
の
批
評
は
少
し
も
峻
撤 

產
業
組
合
即
ち
信
用
、貨

#

]5
(

料
雄
に
消
锻 

の
力
，あ
办
や
。。
此
陶
に
對
す
る
答
は
斷
乎

第
卞
一
翁

2

1

九三〕

論

說

3G
)V
r
ナ
.ソ.

F
ラ

サ
)V
と
m
逖

働

j
j
レX
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フ

H

 

W
デナソ

r

ラ
、ソ
サ
^
と

猢

逸

勞

働

潘

筋

九

贼

 

六
ニ 

I

*

る『

否j
で
な
け
れ

.
ば
な

£

ぬ」

其
理
由
は
如
何
。：
ラ
ッ

^

グ
，は
信
用
、原
料
組
合
と
消

1

組
合
じ 

を
ニ
つ
に
分
け
て
議
論
す
る
。
第
一
に
信
用
組
合
原
料
紙
合
な
る
も
の
队
獨
立
の
手
エ
業
者 

-

の
爲
め

に

の
み
存
在
す
る
も
の
で
あ
つ
て
眞
正
の
意
味
に
於
け
る
勞
働
^
と
ば
全
く
無
關
係 

で
あ
る
。

」

即
ち
自
ら
獨
立
し
て
營
業
せ
ず
從
て
資
金
の
借
入
を
も
原
料
の
購
入
を
も
な
す

M

 

ぐしな

&

勞
.働

*

に
取
つ
て
信
用
組
合
並
に
原
料
組
合
は
あ
る

.も

な

も
異
な
る
所
は
な
い
の 

で
あ
る
。
然
る
に

(

ィ)

獨
立
の
小
手
エ
業
な
る
も
の
は
漸
次
大
規
模
な
る
エ
場
エ
業
の
爲
め
に 

歷
倒
せ
ら
れ
、獨
立
の
手
エ
，業

*

は
漸
次
大
工
場
に
雇
傭
せ
ら
る
、
眞
正
の
勞
働
奢
に
沒
落
し 

つA

あ
る

。

從
て
信
用
組
合
及
び
原
料
組
合
は
國
民
中
の
日
々
減
少
し
つ
、
あ
る
部
分
に
の 

み
惠
澤
を
及
ぼ
し
得
る

V」

云
ふ
結
果
に
な
る
。
加
之

(

，口

)

信
用
組
合
原
料
駔
合
は
結
局
無
資
力 

な
る
手
エ
業
教
を
資
カ
あ
る
手
エ
業
者
ビ
同
じ
地
位
に
微
く
マ

」

云
.ふ
事
を
爲
し
得
る
に
止
ま 

る
。

'然
る
.に
吾
々
の
目
前
に
橫
は
る
事
實
は
有
資
力
な
る
手
工
業
翥

と

*

も
亦
新
式
の
大
工 

業

V
J

は
到
底
競

#

す
る
こ

V
J.

が
出
來
な
い

W

云
ふ

‘事
で
あ
る
。
し
て
見
れ
ば
是
等
の
組
合
は 

，た

C

徒
ら
に
大
工
業
と
の
競
宰
に
於
て
手
工
業
の
斷
末
鹰
の
苦
痛
•を

長

引

か
せ
る

と

云
ふ

に
 

止
ま
る
課
で
あ
る
。

.要
す
る
に

「

是
等
の
組
合
は
大
工
業
に
使
役
せ

&

る
、
本
來
の

勞

働

潘

階

_ 肋I

る

結

果
の

全

部
it

則

%

級
に
は
全
く
觸
る
、
所
な
き
一
方
に
小
手
工
業
著
と
の
關
係
に
於
げ 

r

の
免
き
も

.の
に
過

§*
な
い

.の

.で
あ

.る
。

次
に

問
題
は
消
费
組

.
合
で
あ
る

.0
4

こ
ビ
に
消
鐵
組
八

口

の
作
用
は 

及
.
ぶ
。'併
乍
ら
是
れ
亦
勞
働
者
階
級
の
境
巡
を
改
善
す
る
力
な
き
も 

三
項
に
分
け
て
懸
明
ず
る
こ

V」

が
出
來
る
。

(

第
十

)

勞
働

*

階
級
が
蒙
る
所
の
不
利
益
は
其
生
.產
者
と
し
て
受
け
る 

者

V
J

し
て
蒙
る
も
の
で
は
な
い
。
消
費
潜
ビ
し
七
は
四
民
苹
等
、た

^

る
な
ら
ば
勞
働
翥
と
雖
も
他
と
等
し
く
物
を
買
ふ
事
が
出
來
る

-0
で 

等
が
支
拂
能
力
を
有
た
ぬ
と
云
ふ
事
で
あ
る
。
何
故
持
た
ぬ
か
。

(

第 

る
か
ら
で
あ
る
。
今
日
の
狀
態
に
於
て
は

「

平
均
賃
銀
は
一
.國
に
於
て 

殖
の
爲
め
に
惯
上
必
要
な
り
と
せ
ら
る

.、

.生
活

*

の
歸
着
す
る

」

而 

點
を
中
心
と
し

y

上
下
に
動
搖
し
、決
し
て
久
し
く
此
點
双
上
に
止
ま

と
な
れ
ば
然
る
場
合
に
は
勞
働
潜
の
生
活
安
樂

w

な
ぅ
爲
め
に
結

*s
M

5a
の
增
加
を
來
た
し
、
 

勞
働
の
給
供
增
加

1

て：結
，厨
再

.び
最
初
の
水
準

^

で
.實
.際
.の
賃

.銀
を
：引
下
げ
な
け
れ
ば
止
.ま

辦
十
一
卷

(

ニ
九
五
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論
說
フ
ェ
少
デ
ナ
ン
ド
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ツ
サ
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獨
逸
勞
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漭
姑

九
號 

六三

勞
働

*

階
級
の
全
體
に

•
 

の
で
あ
る
。
典
理
由
は

不
利
益
で
あ
つ
て
消
費 

支
拂
能
力
を
^
へ
有
す 

あ
る
。
た

e

問
題
は
彼 

ニ)

質
銀
鐵
則
が
存
狂
す 

勞
働
者
の
生
存
並
に
繁 

し
て
現
實
の
貨
鈒
は
此 

る
こ
と
は
出
來
ぬ
。
何

j
^
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六四

な
い
か
ら
で
あ
る
。

‘
反
對

.に
又
賃
銀
は
決

.し
て

.久
し
く
此
點

'以
下
に
.停
ま
る
こ
と
は
出
來
な 

い
。
蓋
し
然
る
時
に
は
國
外
移

ff
i
、結
婚
逄
兒
の
抑
制
に
侬
て
勞
傳
遨
の
數
從
て
勞
働
の
供
給 

を
減
退
せ
し
め
、賃
銀
を
苒
び
舊
の
水
準
ま
で

51
上
げ
る
作
用
を
な
す
か
ら
で
あ
る
。
是
が
'即 

ち「

冷
刻
な
る
賃
銀
鐡
則

」
ehernes 

u
n
d

 

grausames L
o
h
n
g
e
s
e
t
z

で
あ
る
。

「

此
法
則
は
阿
人
も
之
を 

领
ふ
事
は
出
來
ぬ
。
菩
叢
は
有
名
な
る
經
濟
學
潘
の
悉
く
を
此
法
則
の
證
人
と
し
て
擧
げ
る 

事
が
出
來
る
。
而
し
て
實
に
自
由
學
派
の
經
濟
舉
莕
を
も
擧
げ
る
乙

VJ 

'が出
來
る

.の
で
あ
る
。
 

此
法
則

.を
發
見
し
且
つ
瞪
明
し
た
る
も
の
は
正
に
自

_

學
派
に
外
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。

」

眞 

實
な
る
勞
働
藉
問
題
の
硏
究
は
實
に
此
法
則
の
承
認
を
以
て
第

一

步
ビ
す
る
。
此
法
則
あ
る 

が
爲
め
に
は
文
明
の
進
步
に
某
：づ
く
生
產
カ
堪
、進
の
惠
澤
は
悉
く
企
業
家
に
の
み
歸
し
て
勞 

働
者
は
少
し
も
之
に
與
か
る
こ

^
が
出
來
な
い
の
で
あ
る
。
即
ち
生
產
力
®
進
す
る
も
貨
銀 

は
：依
然

W

し
て
生
活

.必
要
費
を
：離
れ
る
乙

W

が
出
來
す
、又
生
產
カ
增
進
の
結

®

と
し
て
物
.價 

低
落
し
、爲
め
に
消

*

潜V
J

し
て
の
勞
働
潜
の
境
遇
が
安
樂

.に
な
る
こ
ビ
あ

$

ビ
.し
て
も
、ま
れ

. 

は
決
し
て
永
續
し
な
い
。
生
活
の
安
樂
は
や
が

V
.

勞
働
供
給
の
增
加
を
來
た
し
、次
で
賃
銀
の 

引
下
を
髒
ら
す
か
ら
で
あ
る
。

(

第 
ー5
玆
で
再
び
消

t
組
合
に
歸

.る
ビ

上
述
の
賃
銀
法

.則
_に
照

か

し

^5a?r#.vacwscst- レ ' ^ * • 内

；M
In

I.

1

1

1

r:

し
て
見
て
消
辈
組
合
は
抑
も
如
何
な
る
影
響
を
勞
働
者

*

遇
の
上

^

有
ず
可
き
か
は
.明
臼
で 

.あ
る
。
消
養
組
合
が

一

部
勞
働
考
の
間
に
の
み
行
は
れ
て

一

般
に
普
及
せ
ざ
る
限
‘ぅ
は
其
部 

泳
の
勞
働
者
は
確
か
に
或
程
度
ま
で

.生
活
困
難
を
緩
和
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
併
乍
ら
組
合 

。

1

度
び
普
及
し
て
勞
働
潘
階
級
全
體
を
包
容
す
る
に
至
れ
ば
消

*

組
.合
の
效
果
は
消
滅
す
る
。
 

蓋
し
消
费
組
合
に
依
て
生
活
费
が
低
減

3

れ
た
程
度
に
應
じ
て
仑
れ
丈
け
賃
銀
は
低
落
し
な 

け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ

.
る
。 

、

要
す
る
に
シ
ユ
グ
ツ
工
•デ
リ
ツ
チ
式
產
樂
組
合
は
凡
べ
て
勞
働
者
を
救
助
す
る
の
力
な
し 

と
云
ふ
結
論
に
な
る

0

然
ら
ば
組
合
の
原
則
は
勞
働
奢
の
境
遇
改
善
の
上
に
於
て
寸
毫
の
用 

を
な

3

ぬ
か
と
云

'
へ
ば
決
し
て
さ
ぅ
で
は
な

S
。

然
ら
ば
如
何
に
し
て
組
合
の
原
則
に
依

V

 

勞
働

f

今
日
の
境

®

ょ
4

ふ
S

出
來
る
か
。

ラ
ッ
：

答
へ
て 

己
れ
の
企
業
家

*

主)

ビ
な
す
事
、

(

即
ち
生
產
組
合
を
組
織
す
る
事
}是
れ
實
に
彼
の
冷
刻
な
る
賃 

銀
鐵
則
を
廢
止
す
る
所
の
方
法
に
し
て
而
し
て
實

R

.其

唯

■

の
方
法
で
あ
る

」

と
。
勞
働
者
自 

ら
が
己
れ
の
屜
主
と

.な
れ
，ば

玆

に

實

銀

V
J

企
業
家
利
潤
と
の
區
別
&
消
滅
し
て
而
し
て
之
に

代

’アル
ィ
ツ
エ

ルト
ラ
ア
グ

る
名
の
は
勞
働
收
益
で

.
あ
る
。
是

.
れ
が

「

勞
働
者

.
隙
級

. 0

境
遇
を
改
善
す
る
爲
め
の
眞
實
な

笫
十
ー
猞
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笫
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1
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)

論

E

フH

少デナゾ

*ト*

ヲ
ッ
サ
^
と
獨
逸
勞
働
莕
第
九
城 

六
六

る
、正
當
の
乾
求
に
，適
へ
る
而
し
て
妄
想
に
非
ざ
る
：唯

.一
の
方
法
な
の
で
あ
る
。
併
乍
ら
之
を 

實
現
す
る
の
手
段
は
如
何
。
，勞
働
者
は

.
能
く
獨
力

.を
以
て
之
を
成
し

.遂
げ
得
可
き
か
。
を
れ 

は
到
底
不
可
能
で
あ
る
。
彼
等
の
空
し
き
ボ
ヶ
ッ
ト
を
眺
め
ょ
。
彼
の
鐵
道
や
造
^
^
や
機 

械
エ
場
や
木
棉
エ
場
の

«

營
に
必
要
な
る
巨
大
の

K

本
は
到
底
貧
困
な
る
勞
働
者
の
能
く
自 

ら
支
辨
し
得
る
所
で
は
な
い

.0
其
處
で
勢
働
者
は
如
何
し
て
も
國
家
の
補
助
を
仰
が
な
け
れ 

ば
な
ら
な
い
の

.
で
あ
る
。
而
し
て
勞
働
翁
に
生
產
組
合
組
織
の
資
力
を
-供
給
す
る
乙
と
は
正 

に
國
家
の
最
高
の
義
務
で
あ
り
、而
し
て
同
時
に
，之
は
國
家
が
.其
巨
大
な
る
信
用
機
關
流
通
機 

興
銀
行

)

に
依
て
容
易
に
爲
し
得
る
所
な
の
で
あ
る
。
或
は
之
を
以
て
勞
働
者
が
自
力
自
ら
助 

く
る
の
原
則

?:
«

け
る
も
の
な

^

O
v

と
な
す
も
の
が
あ
る
。
併
乍
ら
之
は

E

ょ
り
當
ら
な
い
。

人
あ

6

て
高
搭
に
攀
^
ん
と
す
る
に
當
て
之
に
梯
子
を
貨
與
し
て
も
を
は
少
し
も
彼
が
自
カ 

を以て搭に攀づるを妨げるものではな

S
。

同
欉
に
又
國
家
が
圖
書
舘
、學
棱
を
建 

て
又
敎
師

5:

供
給
す
る
の
故
を
以
て
國
民
が
自
力
を
以
て
學
.ぶ
こ

V
J

を
妨
げ
る
も
の
だ
ビ
は 

決
し

V

云
へ
な
い
の
で
あ

•る
。

加
之
、元
來
國
家

S
は
抑
も
何
ど
や
。
以
爲
ら
く
國
家
は
勞
働
卷
の

I

大
粗
合
に
外
な
ら
ぬ
。

1{(~:

靡
*

—

—

—

其
國
家
が
勞

.働
潜
の
組
合
に
援
助
を
與
へ

.
る
の
は
要
す
る
に
勞
働
者
®
ら
勞
働
翁
を
助
け
る 

も
の
で
は
な
い
か
。
何
を
以
て
之
を
云
ふ
か
ビ
云
ふ
に
ラ
ッ
サ
，
は
一
八
五
〇
年

1:
於
け
る 

鈉
，稅
者
名
输
を

§1
用
し
て
年
所
得
四
西
タ
ァ
レ
ル
以
下
を
收

む

る
も
の
實
に
普
©
西
全
人
ロ 

の
九
割
六
分
强
を
占
む
る
の
事
實
を
示
し
、斯
の
如
く
な
れ
ば
則
ち
貧
乏
人
の
組
合
即
ち
國
家 

に
外
な
ら
ぬ
ど
論
結
し
て
差

.支
な
い
ど
云
ふ
の
で
あ
る
。

 

•

「

勞
働
 
'
者
の
自
由
園
結
、併
乍
ら
實
に
國
家
の
手
に
依
て
保
饑
獎
勵
せ
ら
る
、
勞
働
者
の
自
甶 

團
結

0

是
れ
實
に
勞
働
著

.階
級
を
現
在
の
荒
寥

*

る
境
界

.か
ら
脫
せ
し
む
る
唯

一.

の
方
便
で 

あ

る

。

」

然
ら
ば
如
何
に
し
て
國
家
を
動
か
し
て
此
擧
に
出
で
し
む
可

§

か

。

答
へ
は
日
月
の 

如
く
明
か
で
あ
る
。
普
通
直
接
選
擧
法
の
實
現
を
措
い
て
他
に
求
め
る
事
が
出
來
な
い
の
で 

あ
る
。

「

黃
通
直
接
選
擧
は
獨

b

諸
君
燊
働

®

の

-®
c

治
的
极
本
原
則
た
る
の
み
な
ら
ず
亦
同
峙 

に
諸
君
の
社
會
的
极
本
原
則
で

あ

ぅ

、

一
切
社

# .

的
救
濟
の
根
本
條
件
で
あ
る
。
是
れ
實
に
勞 

働
潘
階
級
の
物
質
的
爝
迅
を
改
善
す
る
唯
ー
の
手
段
な
の
で

あ

る

。

」

諸
君
、直
ち
に

I

の
獨
逸 

全
國
勞
働
漭
同
皿
を
組
織
せ
ょ
。

.
而
し
て
適
法
に
し
て
平
和
な
る
、併
乍
ら
间
時
に
不
辑
不
屈 

の
運
動
に
依

y

普
通
直
接

®

擧

0

爲
め
に
努
力

'せ
ょ
。
成
功
の
秘
訣
は
一
の
瞬
叫
に
於
て
最

第
十一
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六
八

重
要
の
ー
點
に
全
力
を

.集
中
し
、て
左
右
を
顧
み
な
い
ヾ

」

ま
ふ
事
に
存
す
る
。
左
右
を
顧
み
る 

勿
れ
、普
通
直
接
選
擧

(£
稱
す
る
も
の
、
外
有
ゆ
る
聲
に
耳
を
塞
さ
げ
。
斯
く
し
て
始
め
て
諸 

翁
は
其
目
的
に
到
達
す
る
こ

V
J

が
出
來
る
で
あ
ら
ぅ

。
' 

.

有
名
な
る

「

公
開
答
狀

」
の
要
旨
は
斯
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

.

(

全
集
第
二
卷
四
〇
九

——

四
四 

五
頁

)

1

「

公
開
答
狀

」

の.歷
史
的
價
値
は
云
ふ
ま
で
も
な
く
其
政
治
上
に
於
け
る
勞
働
著
の
獨
立
代
表 

を
强
く
主
張
し
た
點
、殊
に
當
時
官
僚
政
府
と
進
步
黨
ビ
の
衝
突
が
世

.の
注
目
を
獨
占
し
つ

， 

あ

&

た
る
時
に
際
し
て

€

步
黨
に
依
て
代
表
せ
ら
る
、
所
謂
人
民
の
利
害
の
外
別
に
單
獨
に 

代
表

3

れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
特
別
の
人
民
の
利
害

•が
あ
る
こ

V
J

を
明
白
に
示
し
た
點
虹
あ
る 

の
で
あ
る
。
歷
史
の
黪
ふ
る
所
に
從
へ
ば
勞
働
®
階
級
は
從
來
常
に
市
民
階
級
の
背
後
に
隱 

れ
、我
し
く
ば
市

K

階
M

の
士
卒
す
し
て
市
民
階
級
の
利
害
を
自
家
の
利
害
と
し
て
幾
爹
の
苹 

命
に
參
加
し
來
っ
た
。
併
乍
ら
、市
民
階
級
の
發
達
、從
て
勞
働
階
級
の
發
達
或
程
度
に
達
す
る 

と
き

.は
必
ず
後

*

は
分
離
し

1:
獨
立
に
自
家
の
利
害
を
主
張
す
る
。
今
獨
逸
の
勞
働
卷
階
級

は
少
.く
 

4

形
を

成
し
y e

實
際
運
動
に
於
て
は
ラ
ッ
サ
ル

の『

公
開

，

答
狀

」

に
依
て
促
が
さ
れ
之

を 

'機
會

.と
し
て
、此
歷
史
的

「

分
離

」

を
遂
行
せ
ん

V
J

し
た
。

'此
に
此
文
書
の
歷

.史
的
韋
_
は
存
す
る

の「

で
あ
る
。

併
乍
ら

.ラ
ッ

サ
：
ル

が

.殊K

に「

憲
法

# -

関」

正
に
酣
な
る
時
に
當

つ
て
別

に
進
步
黨

. 

• 

. 

.

.

.

. 

• 

. 

,

以
外
に
人
民
の
利
害
を
代
表
す
る

.一

運
動
を
起
さ
ん
と
し
た
の
’は
果
し
て
時
機
の
當
を
得
た 

る7P;

の
な

.6

や
否
や
は
議
論

の
存
す
る
處
で
あ
る
。

ま
こ
と
に
勞
働
溝
階
級
'は
市
民
階
級
と 

は
異
な
る

.
別
の
利
害
を
有
て
居
る
。：

I併
乍
ら
封
建
的
官
僚
政
府
に
相
對
す
る
ビ
§
は
此
ニ
階 

級
の
利
害
は
共
通
で
な
け
れ
ば

な

ら

ぬ

。

，
.

勞
働
著
階
級
.の
獨
立
運
動
は
進
步
黨
對
官
僚
の
爭 

画
が
先
づ
終
了
し
ぬ
こ
と
を
前
提

(£
:

す
可
き

#

で
あ
る
。

.

然
る
に
ラ
ッ
サ
ル
は
當
而
の

敵

た 

る
進

步
黨

をp

む
に
急
な
る
の
餘
ぅ
屢

-

其

®
友」

を
捨
て
、
敵
陣
に
赴
.‘か
ん
と
す
る
の
倾
き 

を
ー
可
し
た
の
で
あ
る

' 0
を
れ
か

_爲
め
に
進
步
黨
ょ
ぅ
，も

31
.
に
.'
急
進
的
な
る
可
き
..ラ
ッ
サ
ル
は 

却
て
屢

}
反
動
主

«

遨
の
喜
び

.
且
つ
利
用
す
る
所

*

ら
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
旣
に

「

公
開
答
狀
，
 

y

對
し
て
も
ネ
れ
丈
げ
の
批
評
は
下
す
こ
ビ
が
出
來
る
。

M

に
ラ

ッ

サ
ル
，が
實
際
運
動

を

起 

す
に

.及
ん
で
は
彼
は
一
層
此
批
評
を
免
る

>
 

に
.途
な
き
窮
地
に
陷
ら
ざ
る
を
#
な
か
つ
た
の 

で
あ
る

。.

第
十
一
-卷

(

一.ニ〇ー

)

論

E

フ
エ
>

デナン

F
O
.
”、x
サル
.と獨.逸勞
働
考
第
九
號
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笫

十

ー

怨(

一
ニ
〇
ニ

)

論餽フエルデナシ

K
•ラ、ソサ
ル
と
獨
逸
勞
働
港
第
九
號

.

.普
通
直
接

®
擧
の
實
現
は
勞
働
激
政
治
運
動
の
目
標

V
J

し

て

撰

擇
?:
誤

つ

た 

い。
加
之
當
時
政
界
の
形
勢
に
於
て
を

れ

は

必
し
も
寫
現
の
見
込
の
な
い
事
で 

の
で
あ
る
。
ビ
ス
マ
ル
ク
ば
進
步
黨
と
の
銜
突
に
於
て
鬼
に
角
窮
地
に
陷
つ
て

七〇も
の
で
は
な 

は
な
か
つ

* 

居
た
。

選
擧 

し
く
は
斯
く 

1

策
^
る
を 

之
に
傾
か
ん 

あ
る
。
故
に 

0

た

*̂
吾
々

法
を
改

1E
し
て
政
界
に
班
に
一
層
民
主
的
な
る
要
素

-̂

加
へ
る
乙
ビ
に
依
て

(

恶 

揚
言
す
る
ミ
と
に
依
て

)

當
面
の
敵
を
牽
制
す
る
こ
ビ
は
此
時
に
際
し
て
確
か
に 

失
は
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
旦
つ
赏
時
宮

e

高
官
の
間
に
於
け
る
輿
論
も
實
際 

'と
し
て
居
つ

/a

事
實
を
ラ
ッ
サ

V

は
或
る
緣
故
に
依
て
知
る
事
が
出
來
た
の
で 

普
通
選
擧
權
の
要
求
は
決
し
て
時
宜
に
適
せ
ぬ
も
の
で
は
な
：か
つ

/a

の
で
あ
る 

の
知
ら
ん
と
欲
す
る
の
は
ラ
ッ
サ
ル
が
果
し
て
幾
許
の
實
際
的
效
果
を

#

通
選
春
に
®
待
し 

た
か
ノ
レ

云
ふ
事
：で
あ
る
。

ラ
ッ
サ

,
は
旣
に

「

勞
働
者
綱
®
中
佛
蘭
西
の
二
月
革
命
後
に
實
現 

さ
れ
左
普

a

選
舉
法
に
就
て
或
，熟
情
を
以
て
語
つ
て
居
る
。
併
乍
ら
興
の
怫
腸
西
に
實
現
さ 

れ
た
，る
普
通

0

0

制
度
は
如
何
な
る

始
末
を
示
し
て
居
る
か
。.
普

通

選
.擧
に
依
て
成
立
し
た 

國
K

議
會
は

】

八
五
〇
年
五
月
自
ら
普
通

®

擧
制
を
廢
止
し
て
制
限
選
靡
に
復
歸
し
、引

い
て 

奈
翁
三
世
を
し
て
普
通
選
擧
囘
復
の
美
名
の
下
に
ク

ー
デ

タ
ー
を
行
は

し

め
*

o.

K

衆
の

自

覺
未
だ
充
分
な
ら
ざ
る
湯
合
に
は
普
通
選
擧
は
極
め
て
容
易
に
反
動
政
治
家
の
剎
用
す
る
所 

w

•な
る
の

.で
あ
る
。
而
か
も
當
時
怫
蘭
西
の
民
衆
は
一
八
六
〇
年
代
に
於
け
る
獨
逸
人
ょ

i 

も
遥
か
に
多
く
の
社
會
主
義
的
敎
育
を
受
け
て
居
た
の
で
あ
る
。

g
&
e
r
t
u
s

が
此
問
題
に
關 

し
ラ
ィ
ブ
チ
ヒ
勞
働

^

委
員
に
書
を
與
ベ
香

®

選
擧
は

^

し
ネ
勞
働
藉
踏
級
を
し
て
政
#
を 

掌
振
せ
し
む
る
も
の

£

’

非

ず

。

：受
こ

.

v
j

に
普
通
選
擧
權
は
或
目
的
の
爲
め
の
手
段
に
外
な
ら 

ず
、然
れ
ど
も
此
手
段

’は
.各
種
の
目
的

——

實
に
極
端
な
る
正
反
對
の
目
的
に
供
用

3

れ
得
る 

も
の
な
る
こ
と
を
忘
る
可
ら
す
。
佘
ば
普
通
選
擧
が
ン
必
ず
諸
君
の
揚
言
せ
る
目
的
に
導
く
可 

き
も
の
な

b

と
は
信
せ
ざ
る
な
ぅ
と
の
意
味
を
述
べ
た
の
は
正
當
で
あ
つ
た
。

ロ
オ
ド
ぺ

, 

ツ
ス
が
ラ
ツ
サ

A

の
懇
請
に
も
拘
ら
ず
、來

0

て
其
實
際
運
動
に
參
加
し
な
か
つ
た
の
は
主
と 

し
て
普
通
選
擧
に
對
す
る
反
對
に
基
づ
く
の
だ
と
云
は
れ
て
居
る
。

■

最
後
に
問
題
と
な
る
の
は
賃
銀
鐡
則
で
あ
る
。
云
ふ
ま
で
も
な
く
此
法
則
は
ラ
ツ
サ
火
の 

獨
離
に
係
る
も
の
で
は
な
い
。
ラ
ツ
サ
ル
が
之
れ
を
リ
カ
ル
ド
オ
の
賃
銀
法
則
か
ら
得
た
と 

見
る
こ
と
は
何
人
も
異
議
な
き
所
で
あ
ら
ぅ
。
リ
カ
，
ド
オ
は
其

「

經
濟
皋
能
に
祖
税
原
理

S 

五
章
に
於
セ
先
、、つ
勞
働
の
'自
然
價
格
と
市
場
價
格

w

を
分

0

0
彼
に
.從
へ
ば
自
然
價
格
は
勞

婼
十1-

卷

(

一ニ〇三

)

論
覬
フ
ェ
少
デ
ナ
ン
ド

0
ヲ少サ̂
と
獨
逸
勞
働
潘
第
九
號
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rg; で う ” て:?;'

働
者
，を
，し
て
己
れ
自
身
を
支
へ
並
に
堪
減
な
く
其
種
族
‘を
保
存
せ
し
む
る
に
必
喪
な
る
價
格 

に
"
しV

習
惯
上
勞
働
者
及
び
其
家
族
の
麟
持
に
要
せ

£>
■
'
る
、
食
物

.必
要
品
、便
宜
品
の
價
袼
に 

依
て

.
定
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

一

方
勞
働
の
市
場
價
格
は
現

.實
に
：勞
_
に
對
し
て
支
挪
は 

る
.
> 
價
格
で
時
冷
の
需
蹲
供
給
の
比
例
，に
依
て
定
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
市
場
價
格
は
常 

に
自
然
價
格
に
一
致
せ
ん
ビ
す

.
る
傾
き
を
を
有
つ
。
市
價
荇
し
自
然
價
格
以
上
に
上
る
時
は 

勞
働
者
は
健
康
な
る
數
多
き
家
族
を

.養
ふ
事

.を
得
て
結
局
勞
働
者

0

數
を
增
加
せ
し

0

る
に 

及
ん
で
始
め
で
賃
鈒
は
自
然
價
格
ま
で
低
落
す

る
。
_

反
對
に
市
場
價
袼

、自
然

價
格
の
下
に
下 

降
す
る
時
は
勞
働
者
の
狀
態
は
窮
困
を
極
め
、欠
乏
の
爲
め
勞
働
者
の
數
減
少

す
る

に
及
ん
で 

勞
働
の
市
場
價
格
は
自
然
價
格
ま
で
上
昇

す
-る
と

云
ふ
の
で

あ
る
。

、

同
軌
の
學
說
は
页
に
リ
カ
ル
ド

'
ォ
以
前
の
多
く
の
著
寧
に

.
就
て
も
見
出
す
事
が
出
來
る
。

リ
力
ル
ド
ォ
同
趣
意
に
解
釋
し
得
ら
る
可
き
國
當
論
中
の
章
句
を
引
用
し
來
る
と
は
姑
ら

笫
十

】

饴

(

一二〇四

)

，

論

說

フ

ェ

^
デナソド

0
ヲ、ソサ
ル
と
獨
逸
勞
働
港
笫
九
號

 

b
 ニ

く

措

く

も

他

の

.例は

T
u
r
g
o
t

に
於
て
も
之
を
見
る
：

チ
ユ

ル
ゴ

ォ
は
其
一

七
七
〇
年
の
著 

「

富
の
形
成
と
•分
配
に
關
す
る

省
察

」

第
六
節
に
於

.

V

日
く
ぅ

腕
と
勸
勉
と
の
み
を
有
す
る
單
な
る 

勞
働
潘
は
其

苦
役
を
他
人
に
資
る

と
に

成
功
せ

ざ
る

限
ち
何
物
を
も

受
く

る
‘と
な
し
。

.彼

は

々比足 .で，说 デ ;sjt^*»wr«i>rjr*a^2>nawF?rvt；S W "r^ «^ vn，

a
T
-
7
J
if1i 

i
 

vr-
n

v
>

«

.其
れ
を
或

.は
高
く
或
は
摩
く
賣
る
。
併
乍
ら
此
價
格
は
彼
一
人
に

.依

て

定

，ま

る
4

の

^

#

ず 

し
て
勞
働
を
買
ふ
も
の
と
彼
れ
ビ
の
合
意
の
緖
學
と
し
て
定
咬
る
な
ら
。
前
*
は
出
來
る
限 

>
9少
く
を
支
拂
ふ
可
し
。
被
は
多
數
の
勞
働
遨
中
ょ
う
撰
輝
を
な
す

i

を
#
る
を
以
て
彼
等 

の
中
最
も
低
廉
に
働
く
も
の
を
取
る
。
故
に
勞
働
者
は
相
互
：競

.爭
し
て
其
®
格
を
引
下
ぐ
可 

く
餘

_

な
く
せ
ら
る

 

>
な

b
。.各
種
類
の
仕
事
に
於
て
賃
銀
は
必
ず
常
に
勞
働
者
の
生
活
必 

要

®

に
限
ら
る
可
き
箸
に
し
て
事
實
に

'於
て
も
亦
然
う
と
す
ど

(

ァ
ッ
シ
ユ
レ
エ
英
釋
第
八

H』 

是
等
經
濟
學
者
間
に
承
認
せ
ら
れ
穴
る
賃
鈒
法
則
の
悲
觀
的
色
調
を
少
し
く
强
め
て
之
を 

社
會

改
造

運
動
の
論
據
と
し
た
丈
け
が

ラ

ッ
サ
ル
の
爲
し

.得
た
所
で
あ
る
。

併
乍
ら

ラ
ッ
サ 

ル
の
賃

M

鐵
則
に
は
何
等
の
獨
創
な
し

ビ

の
.批
評
は
正
當
で
な
い
。
何
ビ
な
れ
ば

ラ
ッ
サ

ル
 

自
身

此
點
に
就

V

決
し
て
創
見
の
名
眷
を
要
求
し
て

.居
な
い
の
み
な
ら
ず
、旣
に
上
に
述
べ
た 

る
如
く
彼
は
此
法
則
を
經
濟
學
潘
間
の
定
說
な
う
と
し
寧
ろ
其
定
說
た
る
の
權
威
を
以
て
勞 

爾
潘

の
承
服
を
强
い
ん
ヒ

3

へ
し
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。
故
に
問
題
は
獨
刺
如
何
の
點
に
存 

せ
ず
し
て
、

ラ

ツ
サ
，

が
承

解
し
旦
つ
最

も
無
條
件
の
形
ち
に
於
て
去

3R
し
た
る
沬
則
其
者
の 

眞
價
如
何
の
點
に
存
す
る
の

.で
あ
る

。

.

笊
十

1

怨

(

ニー
.〇沉)

論

說

フ

H
;v

デナソ

F

。ヲ
タ
サ
ル
と
猢
逸
勞
働
希
笫
九
號
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七
四

賃
銀
鐵
則
は
勞
働
市
場
に
於
け
る
自
由
競
爭
を
前
提

w

し
て
居
る
。
故
に
吾
々
も
姑
ら
く 

其
前
提
の
下
に
於
で
、耶
ち
職
エ
組
合
又
は
國
家
の
立
法
的
干
渉
な
き
も
の

ビ

の
前
提
の
下
に 

於V

之
を
批
評

'す
る
。
第

一

に
何
人
も
容
易
に
心
着
ぐ
の
は
此
法
則
が
最
初
か
ら
極
め
て

一 

方
的
に
形
く
ら
れ
て
あ
る
ビ
云
ふ
事
で
あ
る
。
賃
銀
鐵
則
は
勞
働
市
場
に
於
て
需
要
を
左
右 

す
る
働
因
を
全
歡
闕
却
し
て
、賃
銀
決
定
の
原
因
を
偏
へ
に
勞
働
の
供
給
に
求
め
や
ぅ
と
す
る
。
 

而
し
て
其
勞
働
の

■供
給

?:
左
右
す
る

.も
の
は
是
に
從
へ
ば
、人
ロ
の
法
則
で
あ
る
。
即
ち
赁
銀 

高
咬
れ
ば
人
口
從
て
勞
働
の
供
給
增
加
し
、低
落
す
れ
ば
入

.ロ
即
ち
勞
働
の
供
給
は
減
少
す
る
。
 

故
に
赁
銀
は
生
浩
必
要
费
を
中
心
點
と
し
て
上
下
に
動
搖
む
、常

R
之
に
歸
着
せ
ん

V」

す
る
倾 

&
.を
有
つ
で
居
る
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
生
活
の
餘
裕
.は
必
ず
產
兒
の
增
加
を
齋
ら 

す
と
云
ふ
斷
案
の
上
に

]l
f
c
tt
:
WJ
は
立
て
ら
れ
て
あ
る
の
で
あ
る
。
併
乍
ら
此
斷
定
は
勞
働
潘 

の
赁
鈒
が
均
一
で
な
く
熟
練
勞
働
者
無

.精
練
勞
働
者
と
の
.間
に
著
し
き
賃
銀
率
の
高
低
が
あ 

る
と

. 一

K

ふ
事
實
に
蜂
つ
セ
忽
ち
蹉
跌
す
る
。
何
ピ
な
れ
ば
此
場
合
高
&
賃
銀
が
生
活
必
要
费 

v

し1

致
し
て
居
る
も
の
と
す
れ
ば
人
口
は
漸
次
減
少
し
て
無
精
練

-勞
働
者
の
賃
銀
は
高
き
貨 

銀
ビ

1

致
す
る
噯

.で
引
上
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
，な
ら
ぬ
。
反

#

に
低
き

'
«録
が
生

«

必
要
®
と

j

致
せ
る
も
の
な
ら
ば
精
練
勞
働
者
は
餘
裕
あ
る
生
活
を
，營
ん
.で
居
る
篯
で

あ
る
。

鑲
則
に 

從
へ
ば
此
の
生
活
の
餘
裕
を
消
滅
せ
し
む
る
程
度
^
で
人
口
は
增
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 

道
理
で
あ
る
。
然
る
に
事
實
は
之
に
反
し
て
居
る
。
勞
働
者
間
に
於
け
る
賃
銀
率
の
相
違
は 

決
し
て
之
を

' 
一
時
的
#
德
的
事
實
ビ
觀
る

i

を

#

な
い
か
ら
で
あ
る
。.賃
銀
鐵
則
の
根
底
に 

横
は
る
思
想

?:
承
認
す
れ
ば
人
ロ
*
殖
率
は
所
得
の
大
小
に
應
じ
て
高
低
し
な
け
れ
ば
な
ら 

な
い
喾
で
あ
る
。
然
る
に
實
際
に
於
て
は
出
生
率
は
所
得
大
な
る
階
級

k

於
て
特
に
著
し
く 

高
い
と
云
ふ
事
實
を
輕
め
：得
な
い
許

& 

t
な
く
.其
反
對
に
富
裕
な
る
階
級
に
於
て
は
出
生
率 

:̂
て
h

な
ら
ん
ぐ
す
る

«
向
を
す
ら
示
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
併
乍
ら
是
れ
丈
け
で
は
，未
だ 

必
し
も
赁
銀
鐵
則
の
主
張
者
を
屈
せ
し
む
る
に
足
り
な
い
か
も
知
れ
ぬ
。
何
^
な
れ
ば
ラ
ッ 

サ
V 

 ̂一*

肖
生
切
ゐ
要
喂
は

f?

1

上
必
要
な

る

gewohnheitsmsss

crq
erforderiich

生
活
费
の
義
で

办
る
。
货
つ

V

高
級
勞
働
潘
が
高
き
賃
銀
を
收
め
つ

 

> 

あ
.
る
も
，其
貴
銀
は
實
は
智
慣
上
必
要 

な
る
皮

.等
の
高
き
生
活
程
度
に
相
應
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
客
觀
的
に
賃
銀
率
は
高
く
と
も 

被
等
の
生

^

‘に
は
餘
裕
が

？:
-

い
の

.で
あ
る
。
ビ
辨
解
ず
る
こ
ビ
が
出
來
る
か
名
知
れ
ぬ

o 

.所 

得
多
き
階
級
に
於
て
人
ロ
增
加
率
特
に
高
か
ら
ざ
る
事
も
亦
同

.じ
a

法
に
依
て
說

HJ
J

す
る
こ
，

奶
十
ー
溜

(
}
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û
p 
îJ
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七六

と
が
出
來
や
ぅ
。
即
ち
是
等
の
階
級
は
生
活
释
度
高
き
が
爲

.め

.

.に：多
額
の
所
得

も

亦
彼
等
の 

生
' 活
を
し
て
條
裕
あ
ら
し
め
な
い
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
囔
乙
と
に
斯
く
-の
郵
く
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が
な
く
な

.る
の
で
あ

.る
。

何
ビ
な
れ
ば
同
じ
論
法
に
依
て
富
豪
の
所
得
も
亦
、習
慣
上
定
め
ら 

れ
た
る
富
豪

と

し
.，て
の
生
活
必
要
費
以
上
に
は
何
等
の
餘
裕
を
剩
さ
な
い
ビ
云
ふ
事
が
.出
來 

る
か
ら
で
あ
る
。

反
面
か
ら
之
を
見
れ
ば
、勞
働
者
は
生
活
の
標
準
を
引
上
げ
•な

s

限
ぅ
は
永 

續
的
に
賃
銀
を
高
め
る

こ

と

は
出
來
な
い

.け
れ
ど
も
其
習
性

.を
改
め
：生
活
程
度
を
高
め
，さ
へ 

す
れ
ば
何
處
ま
で
も
赁
銀
を
高
め
る
こ

V
J

が
出
來
る
ビ
云
ふ
こ

ve
J
:に
歸
着
す
る
。
要
す
る
に 

‘ラ

'/

サA

の
賃
銀
鐡
則
は
稍
兩

.立

し

雛

き

，二

つ

の

目

的?:
同
時
に
追
求
し
て
居
る
の
觀
.が
あ 

る
。
之
を
理
論
上
辯
議
し
得
る
も
の
と
せ
ん
が
爲
.め
に
は
所
謂
生
活
必
要
費
は
伸
縮
自
在
な 

る「

習
惯
上
必
恶
な
る

」

«
用
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

K

之

現

在

經

.濟
tf
c

t
の
«

圖
を
悲

«

的
色 

彩
を
以
て
塗
ら

.ん
が
爲
め

R

は
之
を
絕
對
的
必
嬰
養
の
意
味
に
解
秤
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
 

此
デ
イ
レ

.ン
マ
の
何
れ
か
を
取
る
こ
ビ
に
依
て
此
法
則
は
或
は

.其
理
論
的
欠
陷
を
暴
露
し
、或

l

l

m

i

m

i

l

i

l

l

i

i

l

l

l

は
®

動
的
偾
値

agitatolischer W
e
r
t

を
失
ふ
の
運
命
に
赌
る
の
で
あ
る
。

ー
步
を
譲
つ
て
賃
銀
の
騰
貴
は
必
然
的
に
勞
働
遨
人
ロ
の
增
加
を
伴
ふ
も
の
ビ
す
る
。
併 

乍
ら
人
ロ
の
增
加
は
直
ち
に
勞
働
市
場
に
於
け
る
供
給
の
增
加
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
 

賃
鈒
の
騰
貴
に
侬
て
促
が
さ
れ

/2
,る
產
兒
の
增

.加
が
勞
働
市
場
.に
於
け
る
競
爭
潘
と
な
つ
て 

現
は
れ
る
咬
で
に
ば
孩
兒
が
一
個
の
靑
年
ビ
な
る
凌
で
の
年
月
十
五
年
乃
至
二
十
年
の
經
過 

を
必
要
と
す
る
の
で
ー
あ
る
。

果
し
て
然

^

ば
赁
銀
鐵
則
は

(

十
五
年
乃
至
二
十
年

)

に
滿
た
ざ
る 

短
時
日
の
間
に

i
.

般
賃
鈒
が
或
は
上
昇
し
或
は
低
落
す
る
其
動
搖
を
說
明
す
可
き
极
據
を
有 

た
な
い
譯

.

で.あ

る

。
此
黴
動
は
自
分
の
觀
る
所
を
以
て
す
れ
ば
今
日
の
經
濟
組
.織
に
必
ず
免 

.れ
難
き
好
景
氣
、恐

®

不
最

0

の
循
環
を
主
な
る
原
因
ビ
す
る
勞
働
需
袈

.の
變
'動
を
度
外
し
て 

は
到
底
之
を
說
明
す
る
事
が
出
來
な
い
。
而
し
て
勞
働
に
對
す
る
需
要

.を
ば
'

方
的
に
形
成 

3

れ
犮
る
賃
銀
鐡
則
は
最
初
か
ら

「

不
變
量

」

と
し
て
論
外
に
置
い
て
居
る
の
で
あ
る

a

賃
銀
鐡
則
に
對

す

る

批
評
を
玆
に

jk

め
て
次
に
吾

々
，は

ラ

ッ
サ

V

が

夬
れ
に
依
て

此

法
則 

の
作
用
を
廢
止
せ
ん
こ
と

?:
提
言
し

^

生
產
組
合
に
.就
て
考
へ
て
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
飨 

1

に
議
論
の

®

め

R
姑
ら

'く

賃

銀

鐵

則

を

.承藤

す

る

ビ

レ

て
生
産
組
合
は

果

し

て
ラ

ッ

サ

ル

谘

十

一

港(
一

ニ
〇
九)

論

0

フ
H
»v
デ
ナ
ン
ド0ラ
少
サ
ル
と
獨
逸
勞
働
漭
第
九
號
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â, 

tJ
U
-
W
M
U
V
.
^
H
^
P
M
r
n
. 

'

» 

y
M 
J
 
if
 

,
1
r
r t 
つ 

t<

__
?h'v!i，

illl:

I

I 

\

s

1J:

姑

十1
饴

(
1

1
1

1
0

)

論

說

フ

H
;v

デ
ナ
ン
ド
。
ヲ

ッ

サ

少

と

獨

逸

努

働

洛

站

九

號

 

七八

の
云
ふ
が
如
く
勞
働

#

を
此
法
則
か
ら
救
濟
す
る
で
あ
ら
う
か
。
自

■分
は
決
し
て
然

^v V」

は 

思
は
ぬ
。
勞
働
者
の
所
得
が
生
活
必
要

®

以
上
に
高
‘ま
れ
ば

必

ず

人
ロ
が
增
加
し
、勞
働
者
間 

め
競

#

が
.激

-烈
と
な

0
て
.賃
鈒
は
苒
び
舊

.の
水
準
ま

.で
引
下
げ
ら
れ
る

' と
云
ふ
事
は
勞
働
者 

が
生
逄
組
合
を
組
織
し
て
自
ら
己
れ

•の
*

主
ビ
な
る
こ

ビ

に
依
て
變
萸

3

れ
る
で
あ
ら
う 

か
。

勞
働
潜
は

賃
銀
の

代
う

に
利
潤
苦
し
く
は
ラ
ッ
サ
ル
の

謂
.ふ
が
如
く
勞
働
收
益
を
所
得 

ビ
し
て
收
受
す
る
。
併
乍
ら
斯
く
所
得
の
性
質
が
異
る
で
：と
に
依
て
貨
餵
鐵
則
の
极
應
を
な 

す
人
口
法
則

’の
作
用
が

一

變
す
る
で
あ
ら
う
か
。
自
分
は
興
の
然
'る
所
以
を
認
め
な
い
の
で 

あ
る
。
所
得
が
高
ま
れ
ば
人
口
は
同
じ
く
增
加
す
る
で
あ
ら
う
。
而
し
て
其
铍
加
せ
る
\
ロ 

は
今
や
成
程
勞
働
激

と

し

て

C
は
な
く
併

•乍

&

企
業
家

(

生
產
組
合
員

)

と
し
て
相
互
に
競
爭
す 

可

$

道
理
，で
あ
る
。

而
し
て
此
の
競
爭
の
激
甚
は
勞
働
著
の
所
得
が
.生
活
必
要
费
ま
で
低
下 

す
る
に
至
つ
て
始
め
て
止
む
可
き
箸
で
あ
る
。
幽
て
之
を
親
れ
ば
生
產
組
合
を
組
織
す
る
ヾ
し 

杏
ビ

.に
拘
ら
ず
勞
働
渚
の
所
得
は
常
に

「
一

國
に
於
て
勞
働
者
の
生
存
並
に
繁
殖
の
爲
め
勞
惯 

上
必
耍
な

A

と
せ
ら
る

.
:>

生
活

.
«
.に
歸
着
す
苛
き
箬
で
，あ
る
。
今
日
の
世
に
於
て
賃
銀
鐡
則 

が
行
は
れ
る
な
ら
ば
生
産
組
合
普
及
の
曉
に
は

「

勞
働
收
益
の
鐵
别
！
が
行
は
れ
な
け
れ
ば
な

ら

な

.

S

喾

で

あ

る

。

:

併
乍
ら

-生
產
駔
合
に
對
す
る
粟
に
根
本
的
の
批
評
は
別
に
あ
る
。
ラ
ツ
サ
ル
は
旣
述
の
如 

く
®
銀
鐵
則
を
以
て
瑰
在
の
經
濟
社
會
を
攻
擊
し

.て
居
る
0
其
の
歸
着
す
る
所
は
現
在
の
社 

會
に
於
て
は
勞
働
寧
ば
甚
だ
不
充
分
に
酬
ひ
ら
れ
て

.あ
る

'。
若
し
く
ゆ
勞
働
漭
は
勞
«
果
實 

の
全
部
を
ば
手
中
に
收
め
る
乙
と
が
出
來
欢
い
と
云
ふ
に
外
な
ら
ぬ
。
果
し
て
然
ぅ
と
す
れ 

ば
即
題
は
如
何
に
し
て
勞
働
者
の
所
得
を
增
す
可

S

や
と
云
ふ
に
止
ま
る
譯
で
あ
る
。
併
乍 

ら
勞
働

*

問
題
の
全
體
は
決
し
て
之
れ
を
以
て
は
解
決
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
所
得
の
不
充 

分
と
云
ふ
事
は
何
時
の
時
代
に
於
て
社
會
下
層
民
の
免
る
可
ら
ざ
る
運
命

.で
あ
る
。
た

.̂ 

所
得
の
不
充
分
に
加
ふ
る
に

『

生
存
の
不
安

」

を
以
て
す
る
時
被
に
始
め
て
現
在
社
會
に
特
有
な 

る
勞
働
考
の
境
遇
は
定
め
ら
れ

•る
の

.で
あ
る
°
今
日
勞
働
潘
は
何
人
の
カ
も
迕
右
す
る
こ
と 

能
.は
ざ
る
景
氣
の
動
搖
の
爲
め
に
絕
え
ず
失
職
の
危
險
に
脅
か

3
れ
つ
、
あ
る
。

而
し
て
此 

の
®

氣
の
變

®

は
商
品
生
產
、即
ち
利
潤

を
..

目
的
と
す
る
生
産
と
，自
由
競
爭
と
が
繼
績
す
る
限 

>
到

底

之

.を
«'
絕
す
る
こ

'ビ
が
出
來
な
い
。
資
本
主
義
社
會
に
於
け
る
'勞
働
者
の
地
位
は
此 

1..

點
'
'に
.於V

,

*
特
異
の

.本
色

.を
示

.す
の
で
あ
る
。
然

.る

.に
'
:^
產
紙
合

.^
:此

肝

要

の

一

，
热

，に
バ
於

第

十

一

卷(

ニ
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猢
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V

勞
働
激
の

.境
遇

.を
改
善
す

.可
き
何
事
を

7
^

爲
す
こ

W

が
出
來
爷
い
の

.で
■あ

る

。
生
逄
組
合 

は
^.
働
者
を
企
業
象
に
す

t

9
°
#

し

^

く

そ
れ
*
け
で
あ

る
。
組
合
員
自
ら
勞
働
す
る
の

一 

事
を
除
け
‘ば
生
產
組

合
も

㈱

式
會

tt
も
原
則
に
於
て
異
な
る

所
は

.な
い
。
生
產
祖
合
の
成
功 

失
敗
も
亦
株
式
會
社
の

©

合
で
同
じ
く
幾
許
の
利
潤
を
擧
げ
得
る
か
に
依

V

定
ま
る
。
而
し 

て
其
利
潤
は
如
何
な
る
程
度
ま
で
投
機
が
適
中
す
る
か
及
び
如
何
な
る
程
度

，
^
で
競
爭

§

 

の
生
産
組
合

)

を
排
斥
し
得
る
，か
に
依
て
定
凌
る
の

で
あ
る
。
之
あ
る
限
り
生
產
組
合
に
依
て 

齋
ら
さ
る

\
改
善
は
今
日
の
經
濟
組
織
の
本
質
に
觸
れ
な
い
改
善
で
あ
る

V
J

云
は
ね
ば
な
ら 

ぬ
。
生
逄
組
合
の
利
潤
に
向
つ
て
の
努
力
、其
相
互
間
の

.競
爭
は
侬
然

V」

し
て
恐
榔
不
景
氣
好 

景
氣
の
循
環
の
原
因
と
な

^

勞
働
者
が
生
活
‘の
不
安
は
少
し
も
之
に
依
て
除
く
事
は
出
來
な 

S

の
で
あ
る
。
利
潤
の
®
め
に
生
産
す
る
大
資
本
家
に
代
ふ
る
に
同
じ
く
利
潤
を
目
的
ビ
す 

る
小
資
本
家
の
多
數
を
以
て
す
。

:

是
れ
が
生
逄
組
合
の
成
功
し
た
場
合
に
到
着
す
可
§
最
終 

の
目
標
で
あ
る
。

':
利

'®
の
：爲
め
の
生
產
を
主
義

V
J

す
る
生
產
組
合
ヒ
消
費
の
爲
め
の
生
産
を 

原
則
と
す
る
消
費
組
合
又
は
集
產
主

_

と
は
，此
點
に
於
て
全
く
正
反
對
の
方
向
に
步
み
ク

> 

あ
る
も
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
利
潤
生
產
即
ち
腋
路
の

#
奪
を
承
認
す
る
限

6
、生
逄
組
合
の

成
功
な
る
も
の
は
必
ず
一
部
生
產
組
合
の
成
功
を
意
味
す
る
。
何
ビ
な
れ
ば
全
部
の
成
功
と 

云
ふ
事
は

#

闘
潘
雙
方
の
勝
利
と
云
ふ
と
同
じ
無
意
義
に
報
ず
る

か
ら
で
あ
る
。

若
し
生 

產
組
.合
全
體
を
成
功
せ
し
め
ん
と
す
る
な
ら

■ば
.是
.等
の
凡
べ
て
を
結
合
統
一
し
て
獨
占
的
地 

位
を
占
め
し
め
る
ょ

6
外
は
な

S
。

然
る
に
利

_

の
爲
め
の
生
產
な
る
原
則
を
是
認
し
つ
、
 

生
產
漭
を
獨
占
の
地
位
に
居
ら
し
む

.る
は
穸
數
消

.
«者
.の
利
益
を
之
に
比
較
す
れ
ば
遙
々
少 

數
な
る
生
產
者
：の
利
益
の
爲
：め
に
犧
牲

k

す
る
の
結
果
に
終
る
可

&

事
ト
ー
フ
ス
，ト、力
ダ
テ
ル 

の
場
合

V」

毫
も
異
な
る
道
理
は
な
い
の
で
あ
る
。

事
實
上
英
怫
獨
諸
國
の
經
驗
に
徼
す
る
に
生
產
組
合
の
誠
み
は
今
日
ま
で
殆
ど

全
く

失
敗 

に
終
つ
て
居
る
。

た
、
，消
费
組
合

.̂
聯
絡
を
保
ち
、消
狴
組

Aロ
の
爲
め
に
生
產
を
行
ふ
事
に
依 

V

存
續
を
維
持
し
て
居
る
少
數
の
組
合
を
除
き

其
他
の
者
は

.凡
て
失
、敗
に
終
つ
て
居
る
。
失 

敗

€
云
ふ
の

.は
ニ
の
意
味
を
持
：て
居
る
。

第
一
は
企

■業
と
し
て
成
功
す
な
と
，同
時
に
生
產
組 

合
た
る
の

'本
質
を
失
ふ
事
で

' あ
る
。
第
二
は
抑
も
企
業

V
J

し
て
失

‘敗
す
る
、と

.
で
あ
る
。

即
ち 

或
者
は
兎
に
角

.企
業
ど
し

.て
は

.成
功
し
て
其
存
續
を
維
持
し
て
居
る
。，
併
乍
ら
其
內
都
に
於 

て
勞

.働
：
^

自
.
'ら
■を
己

■れ
；'の
'
•
*主
：に
す
る
と

.云
ふ

生
..

產

a
,合
の

.

.本
«.
ゆ
何
時
し
ヵ

.失
は
_
れ

て

組

第
-

h

卷

(

ニ
ニ
三)

論

m

フ
31
か
デ
ナ
ン
ド
•
ラ
ダ
サ
ル
と
獨
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勞
働

^
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八ニ

合
員
な
ら
：

ざ

る
賃
銀
：勞

働

：者

と

勞

働

せ

.
h

る
出
資
者
の
分
眠
を
生
ず
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る

▲ 

第
二
の
場
合

.は
極
め
て
簡
覃
で
あ
る
。
生
産
組
合
の
多
數
は
大

•資
：本
家
企
業
と
到
底
競
爭
す 

る
，
事

を
得
ず

し

て
：滅
亡

し

穴
の
で
あ
る
。
其
原
因

^

し

て

通
常
經
濟
學
敎
科
書
は
他
の
資
本 

的

企

業

ビ
競
爭
す
る
上
に
於
て
資
本
の
不
充
分
.な
る

事
、經
營
の

.才
あ
る
支
配
人
を
得
難
き
事

* 

經
營
內
に
於

.て
親
律
を
維
特
す
る

.の
困
難
な
る
こ
と
等
を
擧
げ
ズ
居
る
。
併
乍
ら
記
憶
せ
ね
：
 

ば
な
ら

g

是
等
生
産
組
合

失

敗

の

原
因
と
し
て
數
へ

.
ら 

し
て
の

失

敗

の

原
因
で
あ
る
。
假
ぅ
に
®
等
の
原
因
が 

成
功
し
た
ビ
し
て

.?
>
其
本
«
に
關
す
る
前
述
の
疑
問
は

猶 除 れ  

か る

3 6 れ も

儘 て の  

に 生 ぼ  

殘 產 何  

さ 組 れ  

れ 合 も  

て が 51： 

居 企 私 ’ 

る 業 的 ， 

の と 企

で し 業

あ て と


